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高齢者向けの図書館サービス

1. はじめに
　今日、社会の高齢化、とくに団塊世代の高齢化の
問題は、図書館の世界にも大きな波紋を投げかけて
いる。ここでは「図書館における高齢者サービス」
について、従来のサービスと 21 世紀以降出てきた新
しい論点を概観するなかで、高齢者問題から照射し
た新しい図書館サービスのあり方を考えていく。

2. 図書館における高齢者サービスの問題
2. 1. 従来の高齢者サービス
　ある年齢層をターゲットとした図書館サービスは、
児童サービス、ヤングアダルト・サービス、ビジネ
ス支援などいくつかあるが、高齢者サービスは、そ
の新しい動向のひとつである。ただ社会の高齢化と
は裏腹に、日本では、図書館サービス論の「利用対
象に応じたサービス」の一部に位置づけられている
ものの（1）、翻訳書（2）以外には、まだ図書館の高齢者
サービスに関する体系的な著書は刊行されていない
といえる。欧米ではすでに 1980 年代からいくつかの
図書館の高齢者サービスに関する著書や論考が刊行
されている（3）（4）（5）（6）（7）。また日本では 1990 年代に発
表された高島涼子の一連の研究が先進的であったが、
今日の公共図書館を取り巻く現状は、高島がかつて
診断した段階をこえているようにも思える（8）（9）（10）。
　従来の高齢者向け図書館サービスの特徴のひとつ
は、高齢者サービスを障害者サービスなどの福祉的
アプローチと重ね合わせるところにあるといえよう。
例えば大活字本の利用、カウンターの高さや照明な
どの工夫、施設入所者へのサービスなどである（11）。
もちろんこの傾向は今日でも続いており、かつこの
アプローチの有効性は軽視してはならないだろう。
しかし他方でそうしたサービスの背後に高齢者「問
題」への「対策」という発想があるとしたら、そう
した理念の根源まで立ち帰って考えてみる時期が到
来しているともいえる。
　高齢者向けの図書館サービスを障害者／福祉サー
ビスからはなすことを主張したのはクレイマン

（Allan	M.	Kleiman）であった（12）。クレイマンは、
1995 年の Library	Journal 誌のエイジング問題（the	
Aging	Agenda）特集号にて、高齢者を主体的な図書
館利用者としてとらえ、高齢者向けの「生涯学習・
情報センター」としての図書館の役割を指摘した

（CA1319参照）。そこでは高齢者の読書ニーズ（CA891
参照）や高齢者特有の図書館利用形態への対応が必
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要とされた。

2. 2. 図書館における高齢者サービスの新しい局面
　21 世紀に入り、図書館の高齢者サービスにおい
て、従来の考え方や手法とは異なる動向が出てきた。
この手がかりとして、米国図書館協会（American	
Library	Association：ALA）が出している、「高齢者

（55 歳以上）向け図書館・情報サービスガイドライン」
の 7 つの主な柱に注目してみよう。このガイドライ
ンは 2005 年以降改訂が続いており、現段階での指針

（2008 年版）は次のとおりである（13）。

①高齢者に関する最新のデータを入手し、それを図書
館計画と予算化に組み込むこと。

②その地域に住む高齢者に特有のニーズと関心が、地
域の図書館の蔵書・プログラム・サービスに反映さ
れることを保証すること。

③図書館の蔵書と利用環境が、すべての高齢者にとっ
て、安全かつ快適で魅力的なものになるようにする
こと。

④図書館を高齢者に対する情報サービスの拠点にする
こと。

⑤高齢者をターゲットとした図書館サービス・プログ
ラムを設けること。

⑥図書館への来館が困難な地域在住高齢者に対して、
アウトリーチ・サービスを提供すること。

⑦高齢者に対して丁重かつ敬意をもってサービスがで
きるように、図書館職員を訓練すること。

　ALA のガイドラインでは、その前文で、ガイドラ
イン更新の基本原則として、（ベビー）ブーマー世代

（1946 年～ 1964 年生まれ）の高齢化を見越したうえ
で、高齢者サービスにおける多様性尊重と高齢者へ
のステレオタイプ克服を謳っている。そこには従来
からの福祉的イメージに新しい活動者イメージを重
ね合わせるという高齢者観の二重性がある。入江有
希は、2006 年の時点でのこのガイドラインの分析を
手がけたが、その内容は現段階のものとは微妙に異
なっている（14）。とくに④の情報サービスの拠点であ
ることと⑥のアウトリーチ・サービスは、入江の論
に示されていないだけに注目される。
　本稿では ALA ガイドラインの更新内容を基に、

「ウェブ社会への対応」「ポジティヴ・イメージから
の高齢者サービス」「ブーマー世代への対応」という
3 点を、ここ数年における重要な動向であると判断し
た。以下、この 3 点にそって図書館の高齢者サービ
スの動向を追っていく。第一の点は、ネット社会の
到来により、インターネットなどの情報サービスの
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議論を抜きに高齢者向け図書館サービスを論じるこ
とができなくなったことと関連する。第二点は、従
来の福祉的視点からはなれ、生活者・活動者あるい
はポジティヴなイメージから高齢図書館利用者をと
らえる視点である。そして第三は、日本の団塊世代

（1947 年～ 1949 年生まれ）や米国のブーマー世代の
高齢化にともない、従来の高齢者層とは文化的に異
質な層（パソコンを苦手としない、学生紛争の経験
など）が数多く高齢期を迎えるという動向である。
なおこのほかにも、図書館でのクレーマー問題に象
徴される、いわゆる「暴走老人」（15）問題や、高齢ホー
ムレス者への図書館の対応という問題なども生じて
きている（16）。

2. 3. ウェブ社会における高齢者の図書館利用
　第一の論点に関しては、高齢者のパソコン／イン
ターネット利用の実態とそれをふまえたサービスが
課題となる。従来高齢者は情報弱者として形容され
ることが多く、例えば 2001 年の総務省「通信利用動
向調査」では、年齢が上がるにつれてパソコンやイ
ンターネットの利用率が顕著に低下することが示さ
れていた（17）。しかし 2009 年の同調査では、高齢者の
インターネットなどの利用率が大幅に上昇している
ことが示されている（18）。NTT データ経営研究所が
2008 年に行った高齢者のパソコン・ネットの動向に
関するウェブアンケート調査では、60 歳以上で「毎
日パソコンを使う人は 9 割をこえている」と報告し
ている（19）。今日ではむしろ、高齢者をインターネッ
ト活用者ととらえたうえで、その特性を探るという
方向に議論は移行してきている。
　図書館サービスにおいても、図書館における高齢
者へのインターネット利用支援が出てきている。例
えばイングランドの図書館行政庁に対する調査では、
図書館行政庁の 64％が高齢者向けの利用支援を実施
していると回答した（E1024 参照）。また先の ALA
のガイドラインでも、「図書館を高齢者への情報サー
ビスの拠点とする」と謳い、高齢者関連機関へのウェ
ブのリンクを張ることや地域での高齢者向けコン
ピュータ訓練の提供を示唆している。また公共図書
館で高齢者が高度な健康関連情報にアクセスするた
めの、コンピュータ訓練プログラムの開発に向けた
実験的研究も出されているし（20）、高齢者に対する図
書館利用者教育への示唆も出てきている（21）。インター
ネットを介した図書館の高齢者サービスの拡充は、
図書館サービスにおける今後の重要な方向であろう。

2. 4. 高齢者へのポジティヴなイメージと図書館利用
　高齢者の図書館利用を福祉イメージや障害者イ

メージと重ねるだけではなく、主体的な図書館利用
者、学習者・生活者としてとらえる動向も芽生えて
きている。すなわちポジティヴなイメージのもとで
高齢図書館利用者や高齢読書者をとらえるというこ
とである。筆者はかつて、図書館の高齢者サービス
を安易に障害者サービスと重ねることへの危惧を表
し、高齢図書館利用者を「福祉・保護」イメージと「生
活者・活動者」イメージの二重性のなかでとらえる
視点を提起した（22）（23）。今日では、2010 年の国民読書
年に高齢者の読書バリアフリー問題を、障害者問題
とともに考えるという議論もあるが（24）、こうした読
書行動などのエイジングのネガティヴな側面への補
助を考える部分では、障害者サービスとの重ね合わ
せは必要なのかもしれない。しかしこと高齢者観や
エイジング観という点に関しては、従来の観点を再
検討する時期が来ていると思う。
　ポジティヴな高齢者観にもとづく図書館サービス
の嚆矢は、先述のクレイマンの論であろう。クレイ
マンは、従来の高齢者向け図書館サービス（大型活
字本、施設入所高齢者へのサービスなど）の背後に
高齢者へのネガティヴなステレオタイプが潜んでい
るとするならば、エイジングへのステレオタイプを
再検討することが必要だとしたうえで、ブーマー世
代の高齢化にともなうポジティヴな現実に対する、
新しい図書館サービスのあり方を提起した（25）。つま
り福祉的側面を強調する高齢者サービスにくわえて、

「活動的で」「健康な」高齢者へのサービスをどうす
るかという問題である。
　ポジティヴな高齢者観をふまえた図書館サービス
の問題は、2005 年のホワイトハウス・エイジング会
議のフォーラムに、ALA が提出したバックグラウン
ド・ペーパーにも反映されている（26）。とくにツゥー
ロック（Betty	 J.	Turock）は、図書館がエイジング
神話を払拭させる役割をもつべきだとし、高齢者自
身がエイジズムの自己成就に陥らないように警告し
た（27）。高島涼子も米国での動向をふまえ、高齢者の
ニーズと生涯教育に応える図書館の役割を論じた（28）。
今日ではオクラホマ大学のヴァン・フリート（Connie	
Van	Fleet）が、ポジティヴ・エイジングの視点から
ブーマーの高齢化を射程に入れた、包括的な図書館
サービス論を示している（29）。

2. 5. 団塊世代・ベビーブーマーの高齢化と図書館職
員退職問題

　上記の、高齢者のインターネット利用とポジティ
ヴな高齢者像からの図書館サービス論の背景には、
団塊世代や米国のブーマーの集団高齢化現象がある。
日本の場合、このいわゆる 2007 年問題は、一方で図
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書館職員一斉退職問題をも巻き込んだ。つまり団塊
世代職員が培ってきたノウハウが後続世代に伝えき
れない状況であり、前田章夫はこうした状況下での
図書館運営の課題を示した（30）。
　この図書館員における世代継承性の問題は、日本
では 2005 年ごろから議論が噴出したが（CA1573 参
照）、米国ではブーマー世代の年齢幅が広いこともあ
り、こうした問題を包み込むより深い社会構造的問
題が潜んでいるといえる。早瀬均は、こうした構造
的変化の理解をとおして図書館員不足への対応を考
えるべきだと指摘した（CA1583 参照）。また先述の
2005 年ホワイトハウス・エイジング会議のテーマが

「ブーマー世代の高齢化」（The	Booming	Dynamics	
of	Aging）であったことからも明らかなように、日
本と同様の現象は米国の図書館界をも覆っている。
　2007 年には Library	Journal 誌においても、「図
書館はいかにブーマーのニーズに応えるか」（What	
boomers	want）という特集が組まれた（31）。そこで
は日本とは異なり新しい顧客層への対応が説かれて
あった。また 2010 年には、ブーマーに対する図書館
の役割を論じた著作も刊行されたが、そこでは老年
学の成果を図書館情報学と結びつけるという方向が
示された（32）。ブーマー層を図書館がいかに受け入れ
るのかという問題は、実は米国のほうがその影響力
が長期的であるがゆえに、より前向きに受け止めら
れているようでもある。しかし日本においても団塊
世代の高齢化の問題は、独自のニーズとライフスタ
イルを有する層の集団高齢化の問題でもあり、図書
館においても、それまでの高齢者とは異なった対応
が求められてくるだろう。

3. おわりに
　ウェブ社会への対応、ポジティヴ・エイジング、ブー
マー世代への対応という 3 つの角度から、図書館の
高齢者サービスをめぐる今日的動向を整理してきた。
この議論は、高齢者に対する図書館サービスだけで
なく、高齢者の図書館利用論・読書論・情報探索論
へと敷衍していく必要があるだろう。つまり高齢者
を生活主体としてとらえたうえで、その生活構造の
なかに図書館や読書がいかに位置づくのかを考える
ということである。もちろん福祉的アプローチは軽
視できないが、米国を中心に進んでいる高齢者サー
ビスの新しい流れの要諦は、福祉・保護アプローチ
と学習・活動アプローチの二重性そのものをみつめ
ていくという姿勢であると思う。

（大阪教育大学：堀
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ウェブアーカイブの課題と海外の取組み

1. はじめに
　今日、ウェブはごく身近な情報源として一般的に
利用されている。印刷された本や雑誌の形での発行
が停止され、ウェブ上でのみ公開されるようになっ
た刊行物も多い。今後、インターネットを利用しな
いと得られない情報は増加していくだろう。しかし、
その速報性と更新のしやすさから、ウェブ上の情報
は増加していくと同時に消失している。情報が載っ
ていたページ自体が消失してしまうこともあるし、
新しい情報が上書きされて古い情報が消失している
こともある。ウェブ上のページにアクセスしようと
して、「404	Not	Found」というエラー画面を目にし
たことも少なくないはずである。
　ウェブページの URL（Uniform	Resource	Locators）
の平均寿命は、44日から75日であると言われている（1）。
このように失われやすい情報資源を、いかに後世に
残すかが重要な課題となっている。
　本稿ではこうした問題への取組みであるウェブ
アーカイブの概要と課題について説明したのち、海
外の機関の取組みを紹介する。

2. ウェブアーカイブの概要と課題
　ウェブアーカイブとは、インターネット上の情報
を集め、将来の世代が利用できるように保存し、提
供するサービスである。インターネット上から消失
してしまった情報でも、ウェブアーカイブにより保
存されていれば、永続的に見ることができるように
なる。
　多くのウェブアーカイブでは基本的にクローラー
と呼ばれる自動収集プログラムによってデータを自
動的・定期的に収集するか、作成者からデータを提
供してもらうことで、情報を蓄積している。
　ウェブアーカイブに保存される対象となるデータ
は、インターネットが発展すればするほど増加して
いく。最近は、ブログや動画共有サービスなど、だ
れもが情報の発信者になれるようなサービスが増加
している。これらのコンテンツはひとつあたりの容
量は小さいが、全体として膨大な量となっている。
しかも更新が頻繁に行われ、情報が失われる速度も
速いため、情報が更新される速度に収集する速度が
追いつけなければ、情報に取りこぼしが生じる。こ
のようなコンテンツを収集する場合、クローラーの
技術的な問題や、作成者が多数存在していることに
よる著作権処理の問題など、解決すべき課題が多い。
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